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館鰻儲

◎

⑳

平成12年4月から介護保険制度がスタートします。

このため、デイサービスやホームヘルパー派遣など様々な介護サービ

スを利用するには、要介護認定を受けることが必要となります。

本町では10月1日から、次のとおり申請の受付をおこないます。

現在サービスを利用されている方も、介護保険でサービスを利用する

ためには、要介護認定を受ける必要がありますので申請してください。

◆介護サービスの対象者

●第1号被保険者（65歳以上の方）

家事を含む日常生活の支援や寝たきり、痴呆などにより

介護が必要な方。

●第2号被保険者（40～64歳の方で医療保険加入者）

老化に伴う病気（特定疾病）が原因で、日常生活上の介

護や支援が必要な方。

特定疾病
初老期の痴呆・脳血管疾患・筋萎縮性側索硬化症・パーキンソン病・脊

髄小脳変成症・シャイ・ドレーガー症候群・糖尿病性腎症・糖尿病性網

膜症・糖尿病性神経障害・閉塞性動脈硬化症・慢性閉塞性肺疾患・両側

の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症・慢性関節リュウ

マチ・後縦靭帯骨化症・脊柱管狭窄症・骨租怒症による骨折・早老症

◆受付期間

対　　 象　　 地　　 区 受　　　 付　　　 期　　　 間

俣野 ・神奈川地 区 平成11年10 月　 1 日～29 日

米沢 ・日光地 区 11月　 1 日～30 日

江尾地 区 12 月　 1 日～24 日

この期間はあくまで目安です。期間を過ぎた場合も髄時受け付けます。

◆受付場所　　江府町役場福祉保健課窓口

◎詳しくは、役場福祉保健課（℡75－3223）へ。

◎

申
請
皇

開
始

要
介
護
認
定
の
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‘江府町役場≡三と⇒

◎

被保険者本人が
江府町役場の窓口に申請します。

本人が寝たきりなどで申請できない場

合は、その家族が代わって申請すること

ができます。

申請に必要なもの
・申請書（申請書用紙は、役場福祉保健課、

社会福祉協議会、在宅介護支援センター、

民生委員宅に準備しています。）

・第2号被保険者は、現在加入の医療保

険の被保険者証

要介護認定等の申請は、

江府町役場の窓口で受け付けます。

（申請手続きに費用はかかりません。）

訪　問　調　査

訪問調査は町の職員が行います。

主治医意見書

江府町役場から主治医に、主治医意見

書の作成を依頼します。（主治医がない

場合や長期間診察を受けていない場合は

認定に必要な診察を受けていただくこと

になります。）

認定審査会

西部広域管理組合で日野郡4町は共同で

認定審査を行います。

被保険者

※原則として、申請から30

日以内に認定結果が通知

されます。
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「
医
療
・
保
健
・
福
祉
プ
を
一
体
化
し
た

／

サ
ー
ビ
ス
鳩
供
の
傲
点
と
し
て
整
備

＼

：：・□陸＝昌＝弐封藍汐留

一診療所と保健センターの併用施設－

平
成
十
二
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を

め
ざ
し
、
江
尾
駅
横
の
旧
町
駐
車

場
と
J
R
引
込
線
跡
地
に
総
合
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、

一
階
に
診
療
所
二
一
階
に
保
健
セ

ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
施
設
で
す
。

現
在
の
老
朽
化
し
た
江
尾
診
療

所
を
新
た
に
し
、
さ
ら
に
、
保
健

セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
こ
と
に
よ

り
「
医
療
・
保
健
・
福
祉
」
を
一

体
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

診
療
所
の
検
査
機
能
を
充
実

新
築
の
診
療
所
は
、
透
視
の
で

き
る
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
一
般

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
備
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
の
胃
カ
メ
ラ

に
加
え
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
ガ

ン
検
診
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
物
理
療
法
室
に
新
た
な
機
器

を
導
入
し
、
リ
ハ
ビ
リ
的
治
療
を

充
実
し
ま
す
。

⑳

建
物
は
段
差
が
な
く
、
．
す
べ
て

フ
ラ
ッ
ト
に
設
計
、
靴
を
は
い
た

ま
ま
、
診
察
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
拠
点
機
能

二
階
の
保
健
セ
ン
タ
ー
部
分
で

は
、
主
に
乳
幼
児
・
母
子
の
検
診

や
各
種
予
防
接
種
、
健
康
審
査
、

栄
養
指
導
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た

介
護
保
険
に
係
る
業
務
と
総
合
福

祉
相
談
窓
口
を
設
置
、
医
療
と
連

携
を
と
っ
た
保
健
指
導
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
充
実
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
医
療
・
保
健
・
福

祉
」
が
設
備
の
充
実
と
と
も
に
一

層
効
率
よ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

行
な
え
る
よ
う
に
な
り
、
乳
児
か

ら
高
齢
者
の
方
ま
で
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の
拠
点

と
な
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。
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1階平面図（診療所機能部分）

2階平面図（保健センター機能部分）
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ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

平
成
十
一
年
九
月
十
三
日
か
ら

平
成
十
二
年
三
月
末

■
工
事
車
両
の
通
行
に

ご
注
意
下
さ
い

工
事
開
始
に
伴
い
、
江
尾
本
町
通
り
を
工

事
車
両
が
通
行
い
た
し
ま
す
。

交
通
安
全
に
は
十
分
配
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、

大
型
車
両
が
多
い
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伯備線

淵 江犀駅町営総合健康福祉 駐車場
センター　　　 商工会館
冊 草丈

郵便局

′ ←」→

（建£建築時作業車進入路，

おおよそ10月以降

且　 旦 」

◎
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九
月
三
日
、
鳥
取
県
西
部
に

大
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し

西
部
地
区
市
町
村
で
一
斉
に
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
各
小
学
校
と
洲

河
崎
集
落
で
非
難
訓
練
や
消
火

訓
練
か
行
わ
れ
、
児
童
や
住
民

お
よ
そ
四
百
人
か
参
加
し
て
本

番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

俣
野
小
学
校
で
は
校
舎
か
ら

火
災
が
発
生
し
、
児
童
か
教
室
に
取
り

残
さ
れ
た
と
想
定
。
発
生
か
ら
十
五
分

ほ
ど
で
、
江
府
消
防
署
か
ら
救
急
車
と

消
防
車
、
江
府
町
消
防
団
か
ら
消
防
車

二
台
が
か
け
つ
け
、
手
際
良
く
救
出
と

消
火
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
洲
河
崎
集
落
で
は
、
住
民
が
洲

河
崎
山
村
広
場
に
避
難
し
た
後
、
家
庭

か
ら
持
ち
寄
っ
た
消
火
器
を
使
い
消
火

訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲救出される俣野小学校児童

▲真剣な洲河崎のみなさん

八
月
二
十
九
日
（
田
）
、
鳥
取
県
大
山
放
牧

場
　
（
岸
本
町
小
林
）
に
あ
い
て
第
二
回
西
部

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
業
に
あ
け
る
畜
産
部
門
の
重

要
性
を
認
識
し
、
畜
産
農
家
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
畜
産
の
振
興
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
本
町
か
ら
も

和
種
種
牛
の
部
に
」
ハ
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
隣
接
す
る
大
山
ま
き
ば
み

る
＜
の
里
に
あ
い
て
、
農
畜
産
ふ
れ
あ
い
祭

も
開
催
さ
れ
、
物
産
展
や
子
豚
レ
ー
ス
、
大

声
大
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

成
　
績
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

一
区
（
平
成
十
年
六
月
十
古
～
平
成
十
年
八
月
十
日
ま
で
に
生
産
）

優
等
賞
」
ハ
席
じ
ゆ
ん
呈
（
貝
田
森
田
彷
正
）

l
一
区
（
平
成
十
年
田
月
十
言
丁
平
成
十
年
」
ハ
月
十
日
ま
で
に
生
産
）

優
等
寅
八
席
あ
き
ひ
め
呈
（
小
原
川
上
正
昭
）

▲1頭ごとに行われた審査の様子（鳥取県大山放牧場）

◎

黄粉だんごでお月見会

九
月
九
日
、
子
供
の
園
保
育
園
で
、

お
月
見
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
長
さ
ん
が
一
生
懸
命
こ
ね
て

黄
粉
団
子
を
作
り
、
堅
い
の
、
軟

ら
か
い
の
、
大
、
小
、
様
々
な
形

の
愛
情
い
っ
ぱ
い
団
子
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

丸
め
る
と
い
う
事
が
な
か
な
か

難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後

で
紙
芝
居
を
し
た
り
、
三
時
に
は

お
や
つ
と
し
て
、
み
ん
な
で
お
い

し
く
食
べ
ま
し
た
。

⑳

▲一生懸命こねました
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お
年
萄
喝
陸
田
◎
彗
琶
苛

＝
高
齢
者
（
九
十
二
歳
以
上
）
を
2
3
人
顕
彰
＝

敬
老
の
日
を
祝
い
、
数
え
年
九
十
二
歳
以
上
の
お
年
寄
り
（
二
十
三
人
、
次
の
と
お

り
掲
載
し
て
い
る
方
）
　
に
森
収
入
役
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
を
訪
問
し
、
記
念
品
と
目
録

■
を
贈
り
、
ご
家
族
に
は
、
介
護
手
当
金
と
感
謝
状
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
七
、
数
え
年
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
「
〇
〇
〇
人
に
は
、

し
た
。
′

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

⑦

▲森収入役から記念品などが贈られました。

本
　
三
　
川
上
　
智
恵
さ
ん
（
九
十
八
歳
）

西
　
成
　
妹
尾
　
こ
う
さ
ん
（
九
十
七
歳
）

貝
　
田
　
車
　
　
琴
さ
ん
（
九
十
七
歳
）

下
安
井
　
徳
岡
　
恒
一
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

本
一
川
上
　
鳴
子
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

大
　
万
　
徳
岡
　
貞
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

洲
河
崎
　
影
山
み
つ
よ
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

下
蚊
屋
　
各
務
　
亀
市
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

新
　
道
　
宇
田
川
き
く
の
さ
ん
（
九
十
五
歳
）

池
の
内
　
小
田
智
恵
子
さ
ん
（
九
十
四
歳
）

久
　
連
　
山
口
　
重
夫
さ
ん
（
九
十
四
歳
）

洲
河
崎
　
佐
々
木
民
子
さ
ん
（
九
十
四
歳
）

栗
　
尾
　
加
藤
八
重
子
さ
ん
（
九
十
四
歳
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
清
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

武
　
庫
　
加
藤
　
久
人
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

本
　
二
　
宇
田
川
菊
江
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

尾
上
原
　
藤
原
萬
喜
子
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

杉
　
谷
　
片
山
　
節
子
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

池
の
内
　
長
谷
川
高
治
郎
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

大
河
原
　
長
尾
　
い
と
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

美
　
用
　
川
上
　
春
代
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

大
河
原
　
千
藤
　
智
恵
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

小
江
尾
　
篠
田
　
貞
子
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



イ’■L　′「「「r／‾ヽ1ゝ　r

JL．∠　」L JL JL　＼＿′⊥　1

ら　せ

育ててみませ

◎

■ねらい

全県公園化推進事業では、平成

9年度から推進貞さんが中心とな

って花づくりに取り組んでいます。

そこで、各集落または集落内グ

ループの皆さんに花の苗をお譲りし、

各集落を花で飾っていただこうと

いうものです。

■対象

各集落または集落内グループに

限ります。（個人の方は対象外と

なります）

■花の種類　パンジー（各色）

■応募要件

各集落または集落内グループ1

団体につき、花の苗200本以下と

します。（応募総数が3000本にな

るとしめ切らせていただきます）

■締め切り　10月29日（金）

■申し込み先

役場総務課企画政策室に電話で

申し込んで下さい。

■その他

花の百の配布時期は、11月末ご

ろとなります。

（なお、花を植栽したあとの手入

れなどはそれぞれの集落で行って

ください）

毎週土曜日、皮膚科が、新設さ

れます。（10月2日より）

暴力相談所開設

米子自動車道
夜 間 通 行 止 め 雨天決行

久 世 I C ■◆ 米 子 I C

平成11年10月 18 日（月）夜～平成11年10月2 2 日（金）朝

毎夜20時から翌朝6時まで
通行止めカレンダー （●ガ通行止め時間帯です）

リフレッ÷

1矧 8 l10品！g llO粛O llO粛 1 llO靂2

‾いますので

■　 ■　 ■　 ■

20時6時　20時6時　20時6時　20時6時
ユ工事のため、上記のとおり夜間通行止めを■

御協力をお願いします。
《お問い合わせ先》　米子管理事務所　TEL0859－27－2181

釘世紀に向はモ鳥取県胡札止喝
ジョンをみんなでつくりましょうi
夢・提言等：鳥取県の未来をみん

なで考えて見ませんか。21世紀

に向け、夢や提言、名称を募集

します。

応募締切：平成11年10月15日（金）

到着分まで

応募方法：郵送：ファクシミリ、
Eメール

表　彰：（夢・提言の部＝鍬）字以内）

〈一般・高校生〉

最優秀賞1点10万円

優秀賞1点　5万円

〈小・中学校生〉

最優秀賞1点　3万円相当の図書券

優秀賞2点1万円相当の図書券

く名称の部〉1点　1万円

聞合わ先：

〒680－8570鳥取県企画部企画課

℡　0857－26－7096

FAX　0857－26－7127

Eメール：200Ⅹ＠pref．tottori．jp

次の日程で、「暴力追放鳥取県民会議、鳥取県弁護士会
≦共催により、暴力相談所を開設します。
相談には、暴力団に詳しい暴力追放相談員、弁護士、警察官があた

㌢ります。相談は無料で、相談者の秘密は固く守ります。暴力団に関す
臣ることで困っている方、悩んでいる方は是非相談にお出かけください。
臣●米子会場　平成11年10月12日（火）午前10時刃分から午後3時まで

j　米子市東町162番地2　米子市総合研修センター4階第402会議室
j　℡0859－32－2141

鳥取県行政書士会西部支部では

「行政書士会無料相談」を開きます。

相続遺言、会社設立、各種契約

公正証書、風俗営業、建設、農地

陸運、車庫証明、産廃物許可等ご

相談に応じます。お気軽にお出か

けください。

■日　時

10月17日（日）午前10時～午後5時

■場　所

高島屋米子店1階ロビー

【教育ローン】

◎対　　象　高校、大学等に入学

在学される方の保護

者

◎融資金額　学生・生徒一人につ

き200万円以内

◎返済期間　10年以内

◎融資利率　年2．3％（平成11年

8月1日現在）

◎返済方法　毎月元利均等返済

詳しくは、国民金融公庫米子支

店（℡34－5821）

にお問い合わせ下さ

い。

◎
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お　如

種 類 目　　 的 支給 の対象 手 当の額

児
児童を養育している人に手 3歳未満の児童を養育して 第1子　 5，000円 （月額）

当を支給することによって、 いる人。 第2子　 5，000円 （月額）
虚E呈
手

当

家庭における生活の安定と、

次代の社会を担う児童の健全

な育成および資質の向上を目

的としています。

第3子 10，000円 （月額）

児 父の死亡や父母の離婚等に 児童扶養手当の対象となる ・児童1人　　 42，370円

土星
より、父のいない子供（実質的 児童 （18歳に達する日以降の ・児童2人　　 5，000円加算

扶 に父がいない状態にある子供
を含む）を育てている人に対し

て、子供のすこやかな成長に
役立ててもらうことを目的と
しています。

最初の3月31日まで）を監護 ・児童3人以上のとき
養

手

当

している母、または母に代っ

て養育している人。

1人につき3，000円加算

特 児童のすこやかな成長を願 20歳未満の身体または精神 ・障害の程度が重い場合
男u って、身体や精神に中程度以 に中程度以上の障害のあるお 月額　 51，550円
児
童
上の障害のある児童を監護し

ている父もしくは母、または
父母に代ってその児童を養育

している人に対して支給され
ます。

子さんを監護している父もし ・障害の程度が中程度の場合

扶
養
手
当

くは母、または父母に代って

その児童を養育している人。

月額　 34，330円

災 災害遺児について災害遺児 父等の養育者が天災または 1人につき　 2，000円 （月額）
東
口
手当を支給することにより、 交通事故、海難その他の事故

遺 災害遺児の健全な育成を図る により死亡した義務教育終了
児

手
当

ことを目的とします。 前の児童を養育している人。

父

父子家庭等の心情を扶助し、 ・妻と死別または離別し義務 児童扶養手当の半額
母または両親のいない子の福 教育終了までの子を養育す

子 社の増進を図ることを目的と る夫

年

金

しています。 ・両親を失った義務教育終了

までの子の養育者

ー【鳥取県最低賃金が改正されました
10月1日から鳥取県で適用される最低賃金の額が次のようになります。

日額　4，793円時間額　600円

最低賃金はすべての労働者（パートタイム、アルバイトを含む）に適用されます。時間額は時間給

制の労働者に、日額は時間給制以外の労働者に適用されます。使用者は最低賃金より低い貸金で雇用

することはできません。

聞合せ先　鳥取労働基準局賃金課（℡0857－23－2191）又は最寄りの労働基準監督署

9
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10月17日～23日は行政相談週間

行
政
相
談
は
、
役
所
の

仕
事
（
国
の
仕
事
、
1
R
、

N
T
T
な
ど
特
殊
法
人
の

仕
事
、
県
や
市
が
国
か
ら

任
さ
れ
て
い
る
仕
事
等
）

や
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要

望
を
受
け
付
け
て
、
公

平
・
中
立
な
立
場
か
ら
そ

の
解
決
の
促
進
、
行
政
の

制
度
や
運
営
の
改
善
に
役

立
て
る
も
の
で
す
。

相
談
は
、
各
市
町
村
に

配
置
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
又
は
行
政
監
察
事
務
所

を
直
接
お
訪
ね
い
た
だ
く

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

電
話
、
手
紙
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
相
談
者
の
秘
密

は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

【委員による相談所の場合】

行政相談週間中には、行政相談委員の安江久夫さんが次のとおり相談所を開

設します。

⑳　・日時‥10月20日（水）9時から12時・場所＝江府町老人福祉センター

・電話：75－3110

【合同行政相談所の場合】

このほか行政相談週間中には、次のとおり合同行政相談所が開設されます。

・日時：10月22日（金）10時から15時・場所：米子市総合研修センター

なお、相談は、行政相談週間以外でも下記で受け付けています。

・行政相談員　安江久夫氏　江府町洲河崎411　TEL　75－2208

・鳥取行政監察事務所〒680－0845　鳥取市富安2丁目89－4鳥取第1地方合同庁舎

電話：0857－24－5541（代表）26－1100（行政苦情110番）

FAX：0857－24－5942

インターネット：／／ン五ww．somucho．go．jp／kansatu／丞odan．htm

薄

⑬

萱

℡

壇
9
先
遣
さ
き
護
毒
さ
ぬ
．

令歳恭苓苛め チャレンジ・クッキング
～豆腐入り花しゆうまい～

「近ごろ血中のコレステロー

ル値が高くって…。」

と心配される方が増えています。

日頃から動物性脂肪のとりす

ぎに注意しましょう。

この献立をヒントに、油を

ひかえたお料理にチャレンジ

してみられては？

エネルギー………123Kca暮

たんば＜巽…………10．6g

脂肪……………………4．4mg

塩分……………………1．0g

〔材料〕5人分

●豆腐

●えび

●ねぎ

●干椎茸………………………2枚

●塩……………………‥小さじ尭

●しょうが汁……………小さじ1

●片栗粉…………………大さじ2

●しゅうまいの皮……………20枚

●サラダ菜

●しょうゆ……………大さじ1毎

●だし汁………………大さじ1毎

●（からし）

◆作り方

○豆腐は30分ほど布巾に包んでよく水気
をきる。
◎形のよいえびを20尾とり分ける。
◎えび、ねぎもどした椎茸はみじん切り
にし、調味料とともに豆腐に混ぜる。
○◎を等分にしてしゆうまいの皮で花の
ように包み、上にえびを1つずつのせ
る。
◎蒸してサラダ菜を敷いた器に盛る。

◎だし割りしょうゆで食べる。（好みで
からしをつけて下さい。）

◎
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江府町同和教育講座

官　レ　厚　敵　＿倍　音

▲9月16日（木）たんばぼ学級開講
（本町五丁目集会所）

⑳今
年
も
、
江
府
町
同
和
教
育
講
座
『
た
ん
ば
ぼ

学
級
』
を
、
九
月
十
六
日
（
木
）
　
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
『
人
権
』

に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
七
年
か
ら
同

和
教
育
講
座
を
『
た
ん
ば
ぼ
学
級
』
と
し
、
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
七
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
の
講
座
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
・
内
容
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
講
日
に
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開催時間：午後7時30分～9時30分

期日／会場 フ‾　　 －　　 マ 講　　　 師

9 月30 日（木）

山村開発センター2 F

『映画鑑賞』 「まひるのほし」

一真昼の天空にも、燦然と輝く星があるという。
見えなかった真昼の星たちがそれぞれの座標で今
ゆっくりとまたたき始めた。－

10 月14 日（木） 『同和問題 について考 名和中学校校長
山田 晋 氏

本町五丁目集会所 える』

10 月28 日く木） 『江府 町一 日女性議 会 江府町女性間題地域推進会議

会長 桶谷多栄子氏
大塚和子 氏

本町五丁目集会所 の報告 と反省』

11月 11日（木） 『ネパールのカース ト

制度 ・教育で変わる

差別問題』

共同通信記者
山村開発センター 河野利晴　 氏

11月25 日（木） 『気づ き、深め る、実

践する』 ワークシ ョ

ップで考えよう

江尾小学校教諭
本町五丁目集会所 井上弘樹　 氏

12 月 2 日（木） 開講式 ・講義

『共 に生 きる社会 に向

かって』

県教委西榊育事新社会教育主事
山村開発センター 其山守美　 氏

お問い合せ先：江府町教育委員会　TEL75－2223

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

匝成績
8月22日から29日まで倉吉市を中心に開催された第54回県

民体育大会で入賞された方の成績です。

本町からは、選手役員105名で参加しました。

陸
上
　
少
年
C
男
子

五
年
百
M

小
椋
　
貴
志
　
十
四
秒
七
　
（
三
位
）

少
年
C
女
子

六
年
百
M

梅
林
　
礼
子
　
十
五
秒
二
　
（
七
位
）

走
幅
跳
藤
原
　
美
貴
　
三
m
九
六
c
m
（
二
位
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
部

成
年
男
子
一
部

優
勝
　
江
府
町
　
二
年
連
続
五
回
日

成
年
男
子
五
部

優
勝
　
江
府
町
　
三
年
連
続
三
回
日

成
年
女
子
一
部

第
三
位
　
江
府
町

少
年
C
男
子
の
部

初
優
勝

日
野
郡
（
江
府
町
・
日
野
町
チ
ー
ム
）

◎
第
三
十
六
回
町
民
野
球
大
会

と
き
－
八
月
二
十
二
日
　
（
日
）

～
三
十
日
　
（
月
）

会
場
－
町
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
小
江
尾
チ
ー
ム

二
位
　
池
ノ
内
チ
ー
ム

三
位
　
本
町
二
丁
目
二
二
町

H
連
合
チ
ー
ム

〟
　
　
新
町
二
丁
目
チ
ー
ム

参
加
十
六
チ
ー
ム

小
江
尾
チ
ー
ム
は
、
初
優
勝

▲初優勝の小江尾チーム

⑬
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▲江府中学校職員室で

◎日本へ来られた動機は？

こんな美 しい国で働 き、生活 を楽

しむために来ました。

◎日本の子どもたちの印象は？

ここの生徒 たちは グレイ トです 。

み んなの出迎 えに感謝 します。

◎日本の生活様式で困ったことは？

ノ ー 。

み ん な とて も親 切 で 助 け て くれ ます 。

ノ ー プ ロブ レム ！

◎ 唾′優

新
し
い
A
L
T
　
（
A
S
S
I
 
S

t
 
a
 
n
 
t
 
f
 
O
 
r
 
L
 
a
 
n
 
g
 
u

a ge T e a Ch e r－外

国
語
指
導
助
手
）
　
に
ポ
ー
ル
・
マ

ク
ギ
ー
さ
ん
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら

遥
々
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
き
っ
そ
く
江
府

中
学
校
に
勤
務
し
、
小
江
尾
で
生

活
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ル
さ
ん
は
、
九
月
か
ら
一

年
間
勤
務
の
予
定
で
す
。

Paul Mcghieさんの

プロフィール

■出　身　スコットランド

■年　齢　25歳

■趣　味　サッカー

■好きな音楽　ポップミュージック

■アーティスト　ストーン・ローゼス

1ポールさんの抱負

My ambitionis to

travel the world and

then return to

Scotland to be a

teacher．

ガち0）筏知らe TEL／FAX　75－3211

江府町文化祭・生涯学習町づくり推進大会日程

▲昨年の文化祭作品展の様子

個人作品展への出展、音楽・芸能
発表会への出演を募集しています。

詳しくは、公民館まであ問い合せ下さい。

◎
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■ l◎ 璧 ◎ ガg　 荘 旛′中庸 飛禽 （9月12。）

ポ
ー
ル
さ
ん
も
　
▼

水
入
れ
に
挑
戦

小
江
尾
か
ら

横
穴
墓
が
出
土

八
月
九
日
、
小
江
尾
集
落
公
民

館
裏
山
の
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工

事
中
に
横
穴
墓
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。横
穴
墓
は
、
江
府
町
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
小
田
隆
さ
ん
と
県

埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
原
田
主
事
と

現
地
を
確
認
し
た
結
果
、
今
か
ら

約
千
三
百
年
前
頃
の
飛
鳥
時
代
の

物
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
中
か
ら

は
保
存
状
態
の
良
い
人
骨
数
体
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
副
装
品
な

ど
は
現
在
見
つ
か
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
人
骨
は
鳥
取
大
学
医
学
部
の

研
究
室
に
送
ら
れ
詳
し
く
分
析
中

で
す
。横
穴
墓
は
硯
在
県
埋
蔵
文
化
セ

ン
タ
ー
、
町
教
育
委
員
会
等
専
門

家
で
詳
し
く
調
査
中
で
す
。

▲出土した現場（小江尾集落内）

『
吉
田
松
陰
の
人
づ
く
り
』

第
二
十
二
回
中
国
・
四
国
地

区
公
民
館
研
究
集
会
（
山
口
大

会
）
　
が
九
月
二
日
～
三
日
ま
で

山
口
市
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
、

東
行
記
念
館
学
芸
貞
一
坂
太
郎

氏
の
『
吉
田
松
陰
の
人
づ
く
り
』

と
遷
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
講
演
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

青
田
松
陰
は
、
桧
下
村
塾
を

主
宰
し
、
長
門
国
萩
城
下
松
本

村
　
（
現
萩
市
）
　
と
い
う
僻
地
か

ら
天
下
を
奮
発
震
動
さ
せ
る
根

拠
地
と
な
り
、
討
幕
の
中
心
人

物
高
杉
晋
作
や
、
初
代
首
相
の

伊
藤
博
文
、
欠
痴
盈
鮮
・
入
江

く
　
い
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
L
J
よ
ろ

九
一
・
吉
田
稔
磨
・
前
原
一
誠
・

品
川
弥
二
郎
・
山
田
顕
義
・
山

懸
有
朋
・
野
村
靖
な
ど
、
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
て
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
と
な
る
人
物

を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

松
下
村
塾
は
、
現
在
の
エ
リ

ー
ト
校
の
よ
う
に
、
全
国
各
地

か
ら
優
秀
な
若
者
が
集
ま
っ
て

出
来
た
学
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
宅
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
松
陰

を
励
ま
そ
う
と
し
た
家
族
が
、

『
孟
子
』
を
講
じ
さ
せ
、
そ
の

う
ち
近
所
に
住
む
若
者
達
も
集

ま
っ
て
き
て
講
義
を
聴
く
よ
う

に
な
り
、
や
が
て
近
所
の
子
弟

の
た
め
の
寺
子
屋
と
合
併
し
松

下
村
塾
と
な
り
ま
し
た
。

塾
で
門
弟
と
接
す
る
松
陰
は

怒
る
こ
と
な
く
親
切
で
、
丁
寧

な
言
葉
づ
か
い
だ
っ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
熟
生
ひ
と
り
ひ
と
り

の
個
性
を
つ
か
み
、
最
適
の
方

法
で
教
え
よ
う
と
し
た
そ
う
で

す
。
た
と
え
ば
高
杉
晋
作
の
よ

う
な
負
け
ん
気
の
強
い
少
年
に

は
、
年
下
の
久
坂
玄
瑞
と
い
う

ラ
イ
バ
ル
を
あ
て
が
い
、
発
奮
、

競
争
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
才

を
伸
ば
さ
せ
、
さ
ら
に
熟
生
た

ち
に
た
だ
机
の
上
で
学
ぶ
だ
け

で
な
く
「
学
ん
だ
知
識
を
天
下

国
家
の
た
め
に
役
立
て
る
べ
く
、

行
動
を
輿
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
繰
り
返
し
説
い
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
松
陰
自
身
少
年
時
代
に

叔
父
か
ら
「
学
問
と
い
う
の
は
、

緑
が
た
め
に
や
る
の
で
は
な
く
、

主
君
の
た
め
、
天
下
国
家
の
た

め
に
や
る
の
だ
。
」
と
厳
し
く

教
え
込
ま
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

入
試
や
出
世
の
た
め
の
学
習

で
は
な
く
、
何
か
の
た
め
に
学

習
し
、
そ
れ
を
い
か
す
。
松
陰

の
人
づ
く
り
は
、
今
で
も
大
き

な
教
訓
を
語
り
か
け
て
い
ま
す
。

⑳
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新
　
　
　
　
着
　
　
　
　
図
　
　
　
　
書

お
す
す
め
本
◎

｛
小
覿
）
′

◎
夢
の
島

◎
す
ず
ら
ん
u
㈱
m

◎
一
月
物
語

◎
翠
子

◎
誕
生
石
物
語

◎
忍
ぶ
恋

◎
呼
人

◎
蛙
男

◎
風
花

◎
な
た
ぎ
り
三
人
女

◎
ガ
ラ
ス
の
恋
人

◎
百
鬼
夜
行

◎
神
様
の
ボ
ー
ト

◎
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ズ

大
沢
　
在
昌

清
水
　
有
生

平
野
啓
一
郎

千
　
　
草
子

大
崎
さ
と
子

伊
集
院
静
他

野
沢
　
　
尚

清
水
　
義
範

鳴
海
　
　
章

森
村
　
誠
一

京
極
　
夏
彦

江
囲
　
香
織

武
谷
　
牧
子

サ
ソ
リ
ク

◎
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
～
殺
教

の
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル
ー
u
m

天
樹
　
征
丸

◎
司
馬
遼
太
郎
と
藤
沢
周
平

佐
高
　
　
信

◎
大
山
を
眺
め
る
日
々石
賀
し
づ
子

◎
拒
否
す
る
教
皇
　
赤
川
　
次
郎

◎
十
津
川
警
部
十
年
目
の
真
実

西
村
京
太
郎

◎
ベ
ル
リ
ン
の
秋
　
春
江
一
也

◎
冬
の
伽
藍
　
　
　
小
池
真
理
子

◎
永
遠
の
仔
u
m
天
童
　
荒
太

◎
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
の
恋
人
村
上
　
春
樹

⑳

◎
草
原
の
椅
子
u
m
宮
本
　
輝

◎
棟
居
刑
事
の
黒
い
祭森
村
　
誠
一

◎
影
十
手
活
殺
帖
　
宮
本
　
昌
孝

◎
風
鹿
の
武
士
　
　
水
澤
　
龍
樹

◎
閉
鎖
病
棟
　
　
　
パ
ト
リ
ッ
ク
÷
グ
ラ
ア

◎
五
日
間
　
　
　
　
ダ
ニ
エ
ル
■
ス
テ
ィ
ー
ル

（
エ
ッ
セ
イ
）

◎
私
の
気
ま
ま
な
老
い
じ
た
く

吉
沢
　
久
子

◎
買
っ
て
は
い
け
な
い
週
刊
金
曜
日

◎
ほ
っ
こ
り
ぽ
く
ぽ
く
上
方
さ
ん

ぽ
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
聖
子

◎
ニ
ッ
ポ
ン
お
み
や
げ
紀
行

泉
　
　
麻
人

◎
美
女
入
門
　
　
　
林
　
真
理
子

◎
逢
い
た
い
　
　
　
石
原
ま
き
子

◎
賢
い
女
は
生
き
活
き
老
い
る

式
田
　
和
子

◎
旅
の
素
　
　
　
　
阿
川
佐
和
子

◎
目
で
見
る
も
の
と
心
で
見
る
も

の
　
　
　
　
　
　
谷
川
俊
太
郎

◎
人
生
は
五
十
一
か
ら小
林
　
信
彦

◎
生
き
て
る
っ
て
奇
跡
高
野
ま
す
み

◎
少
年
A
の
告
白
　
伊
藤
　
芳
朗

◎
続
・
日
本
一
の
先
生青
春
出
版
社

◎
妻
た
ち
の
欲
望
　
夏
木
　
静
子

◎
母
に
捧
げ
る
ラ
ス
ト
バ
ラ
ー
ド

武
田
　
鉄
夫

◎
ボ
ク
と
妻
の
老
親
介
護
お
ば
あ

ち
ゃ
ま
壊
れ
ち
ゃ
っ
た
の
？

生
島
ヒ
ロ
シ

（
そ
の
他
）

◎
い
の
ち
の
現
場
か
ら江
川
　
　
晴

◎
漫
画
の
歴
史
　
　
清
水
　
　
勲

◎
子
ど
も
に
ウ
ケ
る
科
学
手
品
7
7

後
藤
　
道
夫

◎
将
の
器
参
謀
の
器
　
量
門
　
冬
二

◎
野
村
沙
知
代
　
　
伊
藤
　
信
義

◎
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た

い
　
　
　
　
　
　
篠
木
　
　
浦

◎
祈
り
美
智
子
皇
后
　
宮
原
　
安
春

◎
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
日
本

渡

辺

一

郎

◎
気
に
な
る
体
脂
肪
を
減
ら
す

小
此
　
木
香

◎
山
陰
の
天
気
　
　
来
海
　
徹
一

◎
笑
う
犬
の
生
活
　
フ
ジ
テ
レ
ビ

◎
た
れ
ぽ
ん
だ
　
　
未
政
ひ
か
る

◎
勇
気
を
あ
げ
よ
う
　
秋
元
　
　
康

◎
お
金
が
い
っ
ぱ
い
　
中
島
　
孝
志

◎
女
性
に
や
さ
し
い
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
本
　
　
　
井
上
は
ね
こ

◎
防
波
堤
釣
り
の
極
意西
野
　
弘
幸

◎
知
っ
て
得
す
る
暮
ら
し
の
智
恵

袋
　
　
　
　
　
　
家
の
光
協
会

◎

◎
黄
金
の
石
橋

依
頼
人
は
浅
見
光
彦
、
名
探
偵

も
浅
見
光
彦
。
「
金
の
石
橋
」

と
い
う
呪
文
の
よ
う
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
西
郷
隆
盛
の
亡
霊
に
操

ら
れ
て
、
浅
見
光
は
南
九
州
を

サ
マ
　
ヨ

彷
裡
う
。

◎
さ
く
ら
日
和
　
さ
く
ら
も
も
こ

爆
笑
作
家
、
今
年
も
健
在
！

最
近
の
面
白
生
活
を
引
っ
さ
げ

て
、
皆
様
の
も
と
へ
元
気
に
見

参
！

◎
王
妃
の
離
婚
　
　
佐
藤
　
賢
一

絶
体
絶
命
の
王
妃
を
救
う
た
め

そ
し
て
自
ら
の
青
春
を
取
り
戻

す
た
め
、
妹
腕
弁
護
士
フ
ラ
ン

ソ
ワ
が
、
権
力
者
ル
イ
十
二
世

に
敢
然
と
立
ち
向
か
う
。
直
木

賞
受
賞
作
。

◎
沈
ま
ぬ
太
陽
　
　
山
崎
　
量
子

十
年
の
流
刑
に
耐
え
て
本
社
に

戻
っ
た
主
人
公
を
待
っ
て
い
た

の
は
、
会
社
の
差
別
的
処
遇
だ

っ
た
。
さ
ら
に
忍
従
の
十
一
年

主
人
公
が
遭
遇
し
た
の
は
、
航

空
史
上
最
大
、
五
百
二
十
名
の

犠
牲
者
を
出
し
た
ジ
ャ
ン
ボ
機

墜
落
事
故
で
あ
っ
た
。
華
や
か

な
航
空
会
社
の
裏
側
に
渦
巻
く

野
望
の
世
界
。
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細
菌
と
胃
潰
瘍

師

弼瞞欄
日
内

胃
潰
瘍
の
原
因
は
細
菌
で
あ
る

最
近
、
胃
潰
瘍
や
そ
の
他
胃
病

変
の
原
因
と
し
て
細
菌
の
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
従
来
、
潰
瘍
は
胃
酸

過
多
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と
し
て

医
学
の
分
野
で
常
識
化
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
世
界
的
に
は
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
と
さ

れ
る
よ
う
に
胃
潰
瘍
の
治
療
に
ピ

ロ
リ
菌
の
除
菌
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
つ
ま
り
胃
酸
に
よ
っ

て
胃
粘
膜
が
消
化
さ
れ
、
胃
潰
瘍

に
な
る
の
で
粘
膜
の
保
護
や
胃
酸

を
抑
制
す
る
薬
剤
で
治
療
し
て
い

ま
し
た
が
、
薬
を
中
断
す
る
と
潰

瘍
が
再
発
し
、
な
か
な
か
薬
が
や

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
と
こ

ろ
が
こ
の
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ

人の動き
◎お誕生おめでとう

傭
針
轍
鮒
膳
晃

朗
女
男
女
女
女

）
。
子
お
男
的
夏
か
華
金
目

名
主
季
朗
碩
ち
知
“
百
択
天

（住所）（氏

月　田　池田

柿　原　加藤

月　田　岡田

田
　
田

篠
宇

小江尾

一　旦

◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

久　連　水下すみよ103歳　　博

博　70歳　　泰

タキ　99歳　　仲田鋸

萬　82歳　　和正

誠治　33歳　　寿子

静子　92歳　　和裁

敏温　83歳　　誠司

御　机　中田

下蚊屋　白根

新　一　岡崎

本　一　森川

本　四　徳岡

下安井　宮本

月　田　谷田さわ子　88歳　　哲志

リ
菌
と
い
う
細
菌
を
抗
生
物
質
で

除
菌
し
ま
す
と
従
来
の
薬
を
や
め

て
も
潰
瘍
の
再
発
率
が
低
下
し
た

報
告
が
あ
り
、
欧
米
で
は
七
年
前

か
ら
除
菌
が
広
く
行
わ
れ
、
日
本

で
も
最
近
除
菌
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま

だ
日
本
で
は
開
始
し
て
い
ま
せ
ん
。

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
の

検
査
を
始
め
ま
し
た

そ
こ
で
、
日
野
病
院
内
科
で
も

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の
感

染
診
断
、
除
菌
判
定
が
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
、

い
ち
は
や
く
対
応
す
る
た
め
も
っ

と
も
安
全
で
簡
便
に
調
べ
ら
れ
る

呼
気
に
よ
る
測
定
法
を
導
入
い
た

し
ま
し
た
。
方
法
は
、
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の
強
力
な
ウ
レ

ア
ー
ゼ
活
性
を
利
用
し
た
も
の
で

ま
ず
薬
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
、
胃

の
な
か
で
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ

リ
菌
を
分
解
し
呼
気
中
の
炭
酸
ガ

ス
を
測
定
す
る
こ
と
で
間
接
的
に

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
を
証

明
す
る
方
法
で
す
。
要
す
る
に
薬

を
飲
ん
で
い
た
だ
き
十
五
分
後
に

息
を
呼
気
バ
ッ
ク
に
つ
め
て
い
た

だ
く
だ
け
の
手
間
で
ヘ
リ
コ
バ
ク

タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
が
胃
の
な
か
に
存

在
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

検
査
は
無
料
で
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
心
配
な
方
は
、
日
野
病

院
内
科
外
来
五
代
ま
で
相
談
し
て

下
さ
い
。

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳ ．　　　　 9 月分

事 業 所 名 所 在 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就業時間

藤　 臼　 商　 事 武庫116－1 事　　　 務　　　 員 20′・、ノ40 115，000～160，000 8：00′、ノ17：00
（有）江尾貨物自動車 佐川1002－1 移動式クレーン運転手 18′〉60 153，000～200，000 8：00～17：00

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です）

●求人情矧こ関する問い合わせ先　 米子公共職業安定所根雨出張所 （TEL 72－0065）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
な
り
ま
し

た
。
町
内
で
は
各
地
で
運
動
会

や
体
育
大
会
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
頃
使
わ
な
い
筋

肉
を
使
う
の
も
健
康
上
よ
ろ
し

い
か
と
思
い
ま
す
。
▼
一
方
田

ん
ぼ
で
は
大
型
コ
ン
バ
イ
ン
が

唸
り
を
あ
げ
、
本
格
的
な
実
り

の
秋
を
告
げ
て
い
ま
す
。
米
価

の
低
迷
で
い
ま
ひ
と
つ
心
晴
れ

ま
せ
ん
が
、
新
農
基
法
（
食
料
、

農
業
、
農
村
基
本
法
）
　
に
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。
▼
今
回
の

原
稿
締
切
後
担
当
の
主
任
が
ダ

ウ
ン
、
入
院
。
広
報
担
当
の
係

は
さ
あ
大
変
。
よ
う
や
く
印
刷

発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
▼
と
言
う
訳
で
多

少
見
づ
ら
い
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
お
許
し
下
さ
い
。

⑳
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今、仕事にやりガ■い感じてます。
（有）江川組勤務

川端　大書さん（本五・20歳）
⊂）は訝こついて教えてください。

道路や下水道などの工事現場で、建設機械を使って土砂運搬な

どをしています。これからは、土木施工管理の資格取得に挑戦

してみたいです。
○趣味は何ですか。

楽器を演奏することで、特にエレキベースです。最近は、自分

で曲を作って演奏しています。早く友達とバンドを結成して、

思い切り演奏してみたいです。

あと、香水のコレクションです。エリザベス・スブレンダーな
ど30種類くらい集めています。

○理想の女性を教えてください。

明るくて、活発で少しおっちょこちょいな人です。芸能人でい

えば、木村佳乃さんです。
○これからどんなことに挑戦してみたいですか。

どんどん仕事を覚えて、大きな工事現場を任されるようになり
たいです。

⑦江府町にのぞ庖ことは。

大きなショッピングセンターがあればいいと思います。

1、、′」

会熱戦◎様葺

▲米沢小学校児童の元気な踊り　米沢っ子「カグラ！」

▲「味なんてわかりません！」グルメの秋（俣野会場）

挺萱発行／江府町役場　謡3蒜号と男深日慧話課欝吉野5編集／総務課印刷／冨士印刷（有）
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